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は
じ
め
に

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
田
万
清
臣
・
明
子
夫
妻
か
ら
本
館
に
一
括

寄
贈
さ
れ
た
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
書
跡
作
品
も
含
め
屏
風
が
二
十
点
含

ま
れ
て
い
る
。「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」【
口
絵
1
】・【
図
1
】
は
そ
の
な
か
の

一
点
で
あ
る）

1
（

。「
獨
長
筆
」
の
落
款
と
印
章
二
顆
が
捺
さ
れ
る
が
、
本
館
の
所

蔵
品
登
録
台
帳
、
お
よ
び
寄
贈
受
入
れ
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
所
蔵
品
目
録

『
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
に
筆
者
名
の
記
載
は
な
い
。
当
時
、
落
款
の
主
で
あ

る
独
長
の
経
歴
が
判
然
と
せ
ず
、
そ
の
後
も
関
係
情
報
に
な
か
な
か
接
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

稿
者
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
所
蔵
作
品
目
録
『
田
万
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
Ⅰ 

中
・
近
世
絵
画 

日
本
書
跡
』
の
編
集
を
担
当
し
た
。
そ
の
際
、
外

部
か
ら
情
報
検
索
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
よ
う
、「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の

サ
ム
ネ
イ
ル
図
版
（
№
3
1
0
9
╱
1
4
7
）
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
独
長
落

款
」
の
筆
者
名
表
記
を
加
え
た
。
以
後
し
か
し
、
特
段
の
探
索
を
自
ら
試
み
る

こ
と
も
な
く
、
ま
た
本
屏
風
の
陳
列
を
一
度
も
果
た
せ
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
た
。

「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の
筆
者
、
独
長
が
果
た
し
て
、
臨
済
宗
の
画
僧
・

独
長
性
亨
（
？
～
寛
文
四
年
・
一
六
六
四
）
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
に
行
き
当

た
っ
た
の
は
ご
く
近
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
存
在
と
制
作
活
動
を
明
ら
か
に

す
る
寺
前
公
基
氏
、
木
村
重
圭
氏
に
よ
る
近
年
の
研
究
成
果
に
接
し
た
こ
と
に

よ
る）

（
（

。
し
か
し
、
独
長
性
亨
筆
「
列
祖
像
」（
三
十
幅
・
永
源
寺
蔵
）
に
つ
い

て
は
、『
永
源
寺
関
係
寺
院
古
文
書
等
調
査
報
告
書
』（
滋
賀
県
教
育
員
委
員
会

事
務
局
文
化
財
保
護
課
編
、
一
九
九
八
年
）、
つ
い
で
『
永
源
寺
町
史 

永
源
寺

編
』（
永
源
寺
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
二
〇
〇
二
年
）
と
、
は
や
く
自
治
体

刊
行
物
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
所
蔵
作
品
に
関
わ
る
情
報
収
集
へ
の

努
力
不
足
を
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

独
長
性
亨
は
臨
済
に
転
宗
す
る
以
前
、
俗
名
を
漲
川
永
海
、
僧
号
を
無
元

律
師
と
い
う
真
言
宗
僧
で
あ
っ
た
。
無
元
は
む
し
ろ
「
夢
幻
」
と
表
記
さ
れ

る
。
漲
川
（
夢
幻
）
に
関
す
る
作
品
調
査
、
関
係
文
献
の
収
集
を
進
め
て
ゆ
く

と
、
こ
の
画
僧
が
大
阪
・
叡
福
寺
（
南
河
内
郡
太
子
町
）
の
什
物
整
備
に
関
与

し
た
可
能
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
戒
律
復
興
運
動
を
展
開
し

た
真
言
僧
・
賢
俊
良
永
に
よ
る
叡
福
寺
復
興
と
い
う
事
蹟
が
浮
か
び
、
漲
川
永

海
（
夢
幻
）
の
経
歴
と
画
業
と
の
関
連
に
つ
い
て
な
お
追
求
す
べ
き
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

以
下
本
稿
で
は
、
漲
川
・
夢
幻
・
独
長
、
三
つ
の
名
を
も
つ
謎
多
き
近
世
画

僧
の
実
像
理
解
に
資
す
る
た
め
、
改
め
て
独
長
性
亨
筆
「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏

風
」
の
作
品
紹
介
を
な
す
と
と
も
に
、
漲
川
永
海
（
夢
幻
）
の
画
事
と
関
係
史

料
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
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一　

独
長
性
亨
と
「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」

ま
ず
、「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の
筆
者
で
あ
る
画
僧
・
独
長
性
亨
の
経
歴

に
つ
い
て
、
註
⑵
に
掲
げ
た
寺
前
氏
の
論
考
を
参
考
に
し
つ
つ
概
観
し
て
お
く
。

基
本
的
な
伝
記
資
料
は
稀
少
で
、『
本
朝
画
史
』、『
瑞
石
歴
代
雑
記
』（
滋

賀
・
永
源
寺
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る）

（
（

。
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
独

長
性
亨
は
狩
野
山
雪
と
の
交
流
が
伝
え
ら
れ
る
漲
川
永
海
と
い
う
画
人
と
同
一

人
物
で
あ
る
と
検
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
陽
海
」
の
印
も
用
い
て
お

り
、
永
海
は
「
よ
う
か
い
」
と
読
ま
れ
る
。

漲
川
は
九
州
（
肥
前
、
ま
た
肥
後
と
も
い
う
）
の
出
身
で
、
京
都
で
貴
顕
ら

の
庇
護
を
え
て
、
元
和
・
寛
永
年
間
頃
を
中
心
に
活
動
し
た
画
僧
と
み
ら
れ
る
。

筆
法
は
雪
舟
の
流
れ
に
連
な
る
が
新
味
が
加
わ
り
、
清
雅
で
愛
す
べ
き
趣
を
も

つ
と
い
う
。
実
作
品
に
は
雲
谷
派
風
が
色
濃
く
う
か
が
わ
れ
る
ほ
か
、
京
狩
野

や
黄
檗
絵
画
な
ど
諸
派
を
摂
取
し
た
表
現
が
観
察
さ
れ
、
多
彩
な
様
式
と
主
題

を
獲
得
し
て
い
た
画
僧
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
漲
川
は
も
と
真
言
僧
で
無
元
律
師
と
い
う
僧
号
を
も
ち
、
寛
永
十
一

年
（
一
六
三
四
）
に
は
真
言
律
宗
寺
院
の
大
阪
・
潮
音
寺
（
現
在
は
永
源
寺
派
）

の
中
興
開
山
と
な
っ
て
い
る）

（
（

。
そ
の
後
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
か
ら
万
治
三

年
（
一
六
六
〇
）
の
間
に
永
源
寺
住
持
の
如
雪
文
巌
に
参
じ
て
臨
済
宗
に
転
じ
た
。

こ
れ
に
よ
り
独
長
性
亨
へ
名
を
改
め
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
摂
州
千ち

守
の

円
宗
律
寺
（
所
在
地
不
明
）
に
お
い
て
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
臨
済
の
画
僧
・

独
長
性
亨
と
し
て
の
活
動
は
最
長
で
も
十
年
に
満
た
ず
、
独
長
の
落
款
を
有
す

る
作
品
は
本
稿
ま
で
に
数
点
し
か
見
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
頷
け
る
。
し
か
も
、

そ
の
所
在
は
こ
れ
ま
で
永
源
寺
派
の
寺
院
に
限
ら
れ
て
い
た
。

で
は
、「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
か
ら
述
べ
た
い
。

裏
張
紙
が
糊
離
れ
に
よ
る
剥
離
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
蝶
番
や
縁
木
に
顕
著

な
傷
み
は
な
い
。
本
紙
に
は
破
れ
、
突
き
穴
と
い
っ
た
大
き
な
損
傷
は
な
い
も

の
の
、
水
じ
み
の
垂
れ
跡
、
過
去
の
修
理
箇
所
の
変
色
に
よ
る
汚
損
が
目
立
っ

て
い
る
。
第
二
扇
目
と
第
三
扇
目
の
オ
ゼ
左
右
、
第
三
扇
目
と
第
四
扇
目
の
本

紙
上
半
、
第
四
扇
目
と
第
五
扇
目
の
オ
ゼ
左
右
、
第
五
扇
目
と
第
六
扇
目
の
オ

ゼ
左
右
、
が
そ
の
主
な
個
所
で
、
過
去
に
良
好
と
は
い
え
な
い
収
蔵
環
境
に
長

期
間
置
か
れ
た
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
第
五
扇
目
と
第
六
扇
目
の
オ
ゼ
左
右
は
、
屏
風
を
閉
じ
た
状
態

で
本
紙
の
付
着
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
。
付
着
で
損
傷
し
た
本
紙
周
辺
を
削

り
取
っ
た
と
み
ら
れ
、
削
っ
た
分
だ
け
薄
く
段
差
が
生
じ
、
あ
る
い
は
紙
継
が

中
断
す
る
箇
所
が
観
察
さ
れ
る
。
補
修
箇
所
と
そ
の
周
辺
に
は
銀
砂
子
の
後
補

に
加
え
て
膠
な
ど
が
塗
ら
れ
た
の
か
、
成
分
が
劣
化
し
て
と
く
に
強
い
茶
変
が

観
察
さ
れ
る
も
の
の
、
描
写
を
直
接
損
ね
て
鑑
賞
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

続
い
て
、
描
写
内
容
、
表
現
に
つ
い
て
。

第
一
扇
目
～
三
扇
目
の
下
方
を
斜
め
に
土
坡
が
走
り
、
竹
稈
の
太
さ
が
異
な

る
五
本
の
竹
が
並
び
立
つ
。
竹
の
根
元
に
の
ぞ
く
草
花
は
、
花
び
ら
と
葉
の
形

式
か
ら
す
る
と
ソ
ケ
イ
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
）
の
仲
間
で
あ
ろ
う
か
【
図
（
】。
第

二
扇
目
か
ら
第
六
扇
目
の
各
扇
に
一
羽
ず
つ
、
計
五
羽
の
叭
々
鳥
が
配
さ
れ
る
。

二
羽
が
止
ま
る
細
い
竹
が
画
面
中
央
（
左
方
）
へ
大
き
く
し
な
り
、
尾
羽
を
逆

立
て
る
一
羽
が
左
下
方
の
岩
上
に
立
つ
一
羽
に
向
か
っ
て
鳴
き
声
を
発
す
る
。

そ
の
左
か
ら
翼
を
広
げ
て
斜
め
左
へ
上
昇
す
る
一
羽
の
鳴
き
声
に
反
応
し
、
空

中
を
飛
翔
す
る
一
羽
が
頭
を
ひ
ね
っ
て
注
意
を
向
け
る
。

竹
稈
は
淡
墨
の
柔
ら
か
な
ぼ
か
し
を
各
節
に
入
れ
、
微
細
な
斑
紋
を
重
ね
て

質
感
を
表
現
す
る
。
淡
墨
の
付
立
て
で
幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
た
笹
の
葉
は
瑞
々
し

い
生
気
を
放
つ
。
土
坡
は
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
や
は
り
淡
墨
の
ぼ
か
し
だ
け
で
表
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現
す
る
。
こ
の
土
坡
に
根
元
を
隠
す
よ
う
に
立
ち
上
が
る
草
花
、
し
な
る
竹
を
交

差
さ
せ
、
画
面
中
央
下
辺
の
岩
へ
向
け
て
空
間
的
な
奥
行
き
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
い
た
っ
て
穏
や
か
な
墨
調
に
加
え
、
背
景
は
、
ほ
ぼ
素
地
に
銀
の

微
塵
箔
・
砂
子
を
粗
く
ま
い
た
雲
形
（
当
初
と
み
ら
れ
る
）
を
布
置
す
る
淡
白

な
加
飾
に
よ
る
。
一
方
、
黒
光
り
す
る
漆
黒
の
叭
々
鳥
の
姿
か
ら
は
存
在
感
が

沸
き
立
つ
。
半
円
状
に
大
き
く
し
な
る
竹
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、
呼
応
し
合
う

叭
々
鳥
の
姿
が
右
か
ら
左
へ
と
流
れ
る
よ
う
な
連
鎖
を
み
せ
、
画
面
空
間
に
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
を
生
ん
で
い
る
。
右
端
の
落
款
・
印
章
の
位
置
と
も
合
わ
せ
、

こ
の
一
隻
は
も
と
一
双
画
面
の
右
隻
に
あ
た
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
五
羽
の
真
っ
黒
な
鳥
は
叭
々
鳥
な
の
か
。
田

万
氏
入
手
以
前
の
屏
風
の
呼
称
は
不
明
で
あ
る
が
、
竹
と
の
対
比
で
い
か
に
も

体
が
大
き
く
、
首
も
長
い
。
ま
た
、
嘴
も
結
構
な
厚
み
が
あ
っ
て
む
し
ろ
カ
ラ

ス
の
よ
う
に
見
え
る
【
図
（
】。
加
え
て
、
頭
部
前
方
を
飾
る
冠
毛
や
、
翼
を

広
げ
れ
ば
よ
く
目
立
つ
帯
状
の
白
斑
な
ど
叭
々
鳥
ら
し
い
特
徴
が
み
ら
れ
な
い

点
も
気
に
な
る
。
独
長
が
叭
々
鳥
を
子
細
に
観
察
し
た
こ
と
が
な
く
、
粉
本
等

を
た
よ
り
に
想
像
も
加
え
つ
つ
描
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い）

5
（

。

最
後
に
、
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
。

第
一
扇
右
端
や
や
下
方
よ
り
に
、「
宣
奉
」
朱
文
長
方
印
、「
獨
長
筆
」
落

款
、「
永
海
」
朱
文
方
印
（
中
に
軍
配
型
）
が
確
認
で
き
る
【
図
（
】。
独
長
の

落
款
を
有
す
る
作
品
に
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
組
合
せ
の
落
款
・
印
章
が
用
い
ら

れ
て
い
る）

6
（

。「
宣
奉
」
の
「
宣
」
は
、
捺
し
ず
れ
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
、
縦
画

の
印
影
が
二
重
に
ダ
ブ
る
。
ま
た
第
四
画
の
横
画
の
中
程
に
欠
損
が
み
ら
れ

る
。「
奉
」、「
永
海
」
も
印
文
の
損
耗
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
屏
風
に
捺
さ
れ

た
「
宣
奉
」
印
は
や
や
縦
辺
が
長
い
。「
宣
奉
」
印
は
複
数
種
の
印
影
が
確
認

で
き
、
こ
れ
も
異
印
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
京
都
・
正
方
寺

【図 1 】「竹に叭々鳥図屏風」（大阪市立美術館蔵）

【図 2 】「竹に叭々鳥図屏風」部分【図 3 】「竹に叭々鳥図屏風」部分
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蔵
「
釈
迦
三
尊
像）

7
（

」（
釈
迦
幅
）
の
比
較
的
鮮
明
な
印
影
を
あ
げ
る
【
図
5
】。

以
上
が
、
本
館
が
所
蔵
す
る
「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の
概
要
で
あ
る
。
独

長
落
款
を
有
す
る
作
例
と
し
て
初
の
屏
風
が
確
認
さ
れ
た
。
本
作
も
や
は
り
永

源
寺
派
の
寺
院
に
伝
来
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
が
、
仏
画
や
頂
相
で
は

な
く
花
鳥
図
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
寺
外
へ
出
た
の
か
も
し
れ
な
い）

（
（

。

な
お
、
同
時
代
の
類
似
す
る
主
題
作
品
と
し
て
は
、
妙
心
寺
天
球
院
方
丈

障
壁
画
・
仏
壇
の
間
南
側
の
「
竹
に
叭
々
鳥
図
」（
墨
画
襖
・
八
面
）
が
あ
る
。

そ
の
場
所
柄
は
、「
蓋
、
予
先
考
山
雪
翁
、
毎
会
面
、
相
与
談
画
事
」（『
本
朝

画
史
』・
註
⑶
）
と
い
う
、
漲
川
永
海
と
狩
野
山
雪
と
の
交
友
関
係
を
想
起
さ

せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
八
面
ほ
か
が
山
楽
・
山
雪
の
門
人
で
は
な
い
傍
流
画
人

に
よ
る
も
の
で
、
し
か
も
雲
谷
派
的
画
風
を
も
つ
絵
師
が
担
当
し
た
と
の
指
摘

も
あ
り
大
変
興
味
深
い）

（
（

。

二　

圓
福
寺
所
蔵
「
釈
迦
三
尊
像
」
の
伝
来

本
稿
準
備
中
に
実
施
し
た
確
認
調
査
の
な
か
で
、
京
都
・
圓
福
寺
（
八
幡

【図 5 】
「釈迦三尊像」
（正法寺蔵）落款印章

【図 7 】「釈迦三尊像」 
（圓福寺蔵）印章

【図 6 】「釈迦三尊像」（圓福寺蔵）

【図 4 】
「竹に叭々鳥図屏風」
落款印章
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市
）
に
所
蔵
さ
れ
る
漲
川
永
海
筆
「
釈
迦
三
尊
像）

（1
（

」
に
つ
い
て
、
制
作
年
、
伝

来
に
つ
い
て
若
干
の
知
見
を
え
た
の
で
報
告
し
た
い
。

本
作
【
図
6
】
は
漲
川
に
よ
る
作
品
の
中
で
は
「
達
磨
図
」（
滋
賀
・
永
源

寺
蔵
）
と
並
ぶ
堂
々
た
る
大
幅
（
し
か
も
三
幅
対
）
で
、
そ
の
練
達
し
た
画
技

を
実
感
さ
せ
る
優
品
と
い
え
る
。
衣
文
線
や
毛
髪
、
岩
皴
は
黒
々
と
艶
や
か
で
、

淀
み
の
な
い
筆
墨
が
三
尊
の
体
躯
に
力
感
を
み
な
ぎ
ら
せ
る
。
落
款
は
な
く
、

三
幅
と
も
に
、「
法
卬
」
朱
文
長
方
印）

（（
（

、「
永
海
」
朱
文
方
印
（
中
に
軍
配
型
）

が
捺
さ
れ
る
【
図
7
】（
文
殊
幅
）。

各
幅
表
装
巻
絹
に
、「
夢
幻
筆
」
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
貴
重
で
あ

る
。
夢
幻
は
、
漲
川
の
僧
号
で
あ
る
無
元
と
音
通
す
る
呼
称
で
、
永
源
寺
所
蔵

の
「
達
磨
図
」
の
箱
書
に
も
同
様
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
註
⑵
寺
前
氏
論

文
に
指
摘
の
と
お
り
だ
が
、「
夢
幻
筆
」
に
続
く
墨
書
に
つ
い
て
補
足
し
て
お

き
た
い
。

　

夢
幻
筆 

慶
安
二
己
丑
年 

五
月
𠮷
且 

當
寺
住
世　
　

新
添　
　
　
　

常
住

�

（　
　

は
墨
消
）

ま
ず
本
作
の
制
作
年
が
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
頃
と
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ

り
本
作
を
漲
川
の
基
準
作
の
ひ
と
つ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
末
尾
の　
　

は
、
裏
側
か
ら
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
と
「
八
幡
／
金
㓻

寺
」
と
判
読
で
き
、
本
作
が
石
清
水
八
幡
宮
の
宮
寺
の
ひ
と
つ
、
唐
招
提
寺
末

の
金
剛
寺
（
八
幡
菖
蒲
池
）
の
も
と
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
真
言
律

宗
寺
院
で
あ
っ
た
潮
音
寺
を
再
興
し
た
漲
川
永
海
（
＝
夢
幻
、
後
の
独
長
）
は
、

南
都
の
律
宗
に
も
何
ら
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
本
作
を
収
納
す
る
木
箱
の
身
の
底
裏
側
に
銘
が
あ
り
、
妙
心
寺
末
の

圓
福
寺
（
八
幡
福
禄
谷
）
に
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
寄
進
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

藤
原
尚
次
『
男
山
考
古
録
』（
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
）
に
よ
れ
ば
、
幕
末

ご
ろ
の
金
剛
寺
は
「
此
堂
房
近
来
大
破
に
て
散
乱
す）

（1
（

」
と
あ
り
、
す
で
に
衰
微

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
維
新
後
も
廃
絶
は
免
れ
て
お
り
、
明
治
十
六

年
度
『
綴
喜
郡
寺
院
明
細
帳
』
に
は
、「
山
城
國
綴
喜
郡
八
幡
町
字
菖
蒲
池
／

妙
心
寺

4

4

4

所
轄　

真
言
宗

4

4

4 

金
剛
寺
」（
傍
点
稿
者
）
と
し
て
名
が
み
え
る
。
信
徒

（
檀
家
）
は
わ
ず
か
三
人
だ
っ
た）

（1
（

。
神
仏
分
離
に
よ
り
律
宗
寺
院
は
真
言
宗
に

編
入
さ
れ
た
が
、
同
時
に
臨
済
宗
の
「
妙
心
寺
所
轄
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

時
期
の
特
殊
な
宗
教
政
策
が
う
か
が
え
る
が
、
金
剛
寺
か
ら
三
キ
ロ
足
ら
ず
南

に
所
在
す
る
圓
福
寺
と
の
接
点
が
こ
こ
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
同
明
細
帳
』
の
余
白
に
は
時
代
を
追
っ
て
多
く
の
追
記
が
あ
り
、
明
治
十

七
年
に
金
剛
寺
は
本
堂
な
ど
を
焼
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や
や
後
年
（
追
記

の
文
字
が
不
鮮
明
）
に
は
近
在
の
善
法
律
寺
と
合
併
し
廃
絶
し
て
い
る
。
恐
ら

く
右
の
回
祿
を
契
機
に
、
漲
川
永
海
筆
「
釈
迦
三
尊
像
」
は
寺
外
へ
出
た
も
の

と
み
ら
れ
、
ほ
ど
な
く
妙
心
寺
末
の
圓
福
寺
へ
寄
進
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。

三　
『
叡
福
寺
霊
寶
目
録
』
再
考

圓
福
寺
所
蔵
の
「
釈
迦
三
尊
像
」
の
表
装
巻
絹
に
記
さ
れ
た
夢
幻
の
名
を
め

ぐ
っ
て
、
大
阪
・
叡
福
寺
（
南
河
内
郡
太
子
町
）
の
史
料
群
、
と
く
に
什
物
目

録
類
の
存
在
が
見
過
ご
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

河
内
地
方
の
太
子
信
仰
の
拠
点
と
し
て
、
中
世
に
は
多
く
の
貴
顕
、
高
僧
ら

の
参
詣
を
呼
ん
だ
叡
福
寺
に
は
、
八
幅
か
ら
な
る
掛
幅
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」

に
加
え
、
三
巻
か
ら
な
る
絵
巻
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

後
者
の
三
巻
本
絵
伝
が
本
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
関
係
で
、
什
物
目
録
や
縁
起

な
ど
の
叡
福
寺
史
料
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
か
つ
て
点
検
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
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そ
の
際
、
三
巻
本
絵
伝
ほ
か
の
伝
承
筆
者
と
し
て
、「
夢
幻
法
師
」
な
る
聞
き

な
れ
な
い
名
を
翻
刻
中
に
何
箇
所
も
認
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
夢
幻
が
誰
の

こ
と
な
の
か
判
然
と
せ
ず
、
い
つ
し
か
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

が
、
今
回
、「
独
長
」
を
探
し
て
遭
遇
し
た
「
夢
幻
」
を
通
じ
て
、
叡
福
寺
史

料
と
の
思
い
が
け
な
い
再
会
を
果
た
し
た
。

叡
福
寺
史
料
の
ひ
と
つ
『
叡
福
寺
霊
寳
目
録
』（
以
下
、
目
録
A
と
い
う
）
は
、

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
か
ら
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
頃
に
か
け
て
記
録
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
公
式
什
物
台
帳
で
、
総
数
九
十
余
点
の
什
物
が
記
載
さ
れ
る）

（1
（

。

こ
こ
に
「
夢
幻
法
師
筆
」
と
さ
れ
る
什
物
が
四
点
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。

A
❶　

涅
槃
像 

壹
幅 

夢
幻
法
師
筆

A
❷　

当
山
伽
藍
之
絵
図 

四
幅 

夢
幻
法
師
筆

A
❸　

 

聖
徳
太
子
縁
起 

上
中
下 

三
巻
絵
入
／
（
中
略
）
／
絵
之
筆
者
夢
幻

法
師

A
❹　

十
大
弟
子
之
像 

夢
幻
法
師
筆

次
に
、『
開
帳
諸
堂
略
縁
起
幷
ニ
宝
物
飾
り
附
之
扣
』（
以
下
、
目
録
B
と

い
う
）
が
あ
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
叡
福
寺
居
開
帳
に
際
し
、
寺
僧

に
よ
る
参
詣
者
ら
へ
の
宝
物
解
説
の
た
め
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
史
料
で
あ

る）
（1
（

。
総
数
百
点
を
超
え
る
什
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
「
夢

幻
」
だ
け
で
は
な
く
、「
張
川
」
つ
ま
り
漲
川
永
海
を
筆
者
と
し
て
記
載
す
る

什
物
も
み
ら
れ
る
。

B
❶　

涅
槃
像 

張マ
マ

川
之
筆

B
❷　

浄
土
曼
荼
羅 

張マ
マ

川
筆

B
❸　

十
弟
子
ハ 

夢
幻
之
筆
な
り

B
❹　

多
宝
塔
／
（
中
略
） 

四
柱
之
四
天
／
王
ハ
夢
幻
之
筆

そ
の
一
方
で
、
目
録
A
❸
に
あ
た
る
什
物
は
、「
三
巻
之
御
絵
伝
／
（
中

略
）
／
絵
ハ
土
佐
之
筆
な
り
」、
ま
た
目
録
A
❷
に
あ
た
る
什
物
は
、「
一 

四

幅
絵
図 

当
伽
藍
之
図
／
絵
ハ 

土
佐
之
筆
な
り
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
、
筆

者
名
に
相
違
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
『
叡
福
寺
伽
藍
建
立
記
』（『
叡
福
寺
応
永
年
行
事
記
之
写
』

所
収
、
以
下
、
目
録
C
と
い
う
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
織
田
信
長
に
よ
る
兵
火

（
天
正
二
・
一
五
七
四
年
）
に
か
か
り
伽
藍
焼
失
し
た
後
に
復
興
さ
れ
た
堂
塔

な
ど
を
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
天
保
十

一
・
一
八
四
〇
年
の
写
し）

（1
（

）。
七
十
余
点
の
什
物
を
記
載
し
て
い
る
が
、
夢
幻

と
の
関
連
が
見
い
だ
せ
る
の
は
、

C
❶　

大
涅
槃
像　

夢
幼マ

マ

法
師
筆

C
❷　

十
大
弟
子　

夢
幼マ

マ

筆

の
二
点
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
目
録
A
❸
に
あ
た
る
「
太
子
行
状　

三
軸
」、

目
録
B
❷
「
浄
土
曼
荼
羅
」
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
「
西
方
曼
荼
羅
」
に
は
、

い
ず
れ
も
絵
の
筆
者
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
叡
福
寺
に
伝
わ
る
霊
宝
目
録
を
点
検
し
て
み
る
と
、
伝
承
筆
者
の
夢

幻
、
漲
川
を
め
ぐ
っ
て
は
史
料
に
よ
っ
て
不
統
一
が
生
じ
て
い
る
。
年
代
推
移

に
と
も
な
う
伝
承
の
錯
綜
、
あ
る
い
は
史
料
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成
目
的
の
違
い
に

よ
る
情
報
の
取
捨
選
択
も
垣
間
見
え
る
。
と
も
あ
れ
、
目
録
A
～
C
の
当
該

記
事
は
、
叡
福
寺
の
什
物
制
作
に
夢
幻
（
漲
川
）
が
関
与
し
た
こ
と
を
ほ
の
め

か
す
痕
跡
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

四　

夢
幻
・
漲
川 

伝
承
作
品
の
検
討

叡
福
寺
で
の
所
在
確
認
調
査
に
基
づ
き
、
目
録
A
～
C
の
情
報
を
整
理
す

る
と
、
伝
承
筆
者
の
是
非
を
検
討
す
べ
き
什
物
は
以
下
の
六
点
と
な
る
。
な
お
、

目
録
B
の
「
浄
土
曼
荼
羅
」、
目
録
C
の
「
西
方
曼
荼
羅
」
は
と
も
に
「
当
麻
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曼
荼
羅
」
を
意
味
す
る
も
の
と
推
察
し
た
。

什
物
名
（
現
代
的
表
記
に
よ
る
）�

史
料
記
載
員
数
／
備
考

（
一
）「
涅
槃
図
」（
A
❶
B
❶
C
❶
）�

一
幅
／
現
存
本
に
は
該
当
せ
ず

（
二
）「
当
麻
曼
荼
羅
」（
B
❷
）�

︱　

／
伝
承
錯
綜
か

（
三
）「
四
天
王
像
」（
B
❹
）�

多
宝
塔
四
天
柱
╱
様
式
判
断
は
困
難

（
四
）「
十
大
弟
子
像
」（
A
❹
B
❸
C
❷
）�

︱　

／
十
幀
で
現
存

（
五
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」（
A
❷
）�

四
幅
／
二
曲
一
双
で
現
存

（
六
）「
聖
徳
太
子
絵
伝
」（
A
❸
）�

三
巻
／
現
存

右
の
一
覧
の
ま
ず
（
一
）、（
二
）
で
あ
る
が
、
叡
福
寺
に
は
江
戸
時
代
制
作

の
「
涅
槃
図
」、「
当
麻
曼
荼
羅
」
が
各
一
幅
ず
つ
現
存
し
て
い
る
。
と
も
に
紙

本
で
あ
る
が
謹
直
な
彩
色
で
仕
上
げ
ら
れ
、
本
筋
の
絵
仏
師
に
よ
る
と
み
ら
れ

る
大
幅
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
独
長
性
亨
筆
「
仏
涅
槃
図）

（1
（

」（
大
阪
・

潮
音
寺
蔵
）
と
比
較
し
て
み
た
が
、
悲
嘆
に
く
れ
る
会
衆
や
動
物
な
ど
画
風
が

異
な
っ
て
い
る
。

後
者
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
施
入
銘
が
伴
い
、
夢
幻
の
没
年
（
一

六
六
四
）
を
考
慮
す
る
と
直
接
関
係
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
目
録
B
が

作
成
さ
れ
た
十
九
世
紀
初
頭
に
は
、「
夢
幻
法
師
」
と
「
張
川
」
が
併
記
さ

れ
、
両
者
が
別
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
も
解
せ
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に

（
五
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」、
及
び
（
六
）「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
の
筆
者
が
と

も
に
土
佐
筆
と
な
る
な
ど
、
目
録
A
が
成
立
し
た
十
七
世
紀
末
の
時
点
に
比

し
て
筆
者
伝
承
の
錯
綜
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
（
三
）「
四
天
王
像
」
は
、
境
内
の
西
南
隅
に
位
置
す
る
多
宝
塔
（
重

要
文
化
財
）
の
初
重
内
部
に
た
て
ら
れ
た
四
天
柱
（
金
箔
押
）
に
一
尊
ず
つ
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
釈
迦
三
尊
を
安
置
す
る
須
弥
壇
の
来
迎
壁

に
は
蓮
池
を
描
き
、
長
押
、
楣ま

ぐ
さな

ど
を
飾
る
鮮
や
か
な
装
飾
文
様
も
含
め
て
一

連
の
作
画
で
あ
ろ
う
。
多
宝
塔
は
縁
高
欄
擬
宝
珠
の
刻
銘
に
よ
り
承
応
元
年

（
一
六
五
二
）
の
建
立
と
知
ら
れ
る）

（1
（

。
こ
れ
は
夢
幻
の
活
動
期
に
合
致
す
る
点

で
興
味
深
い
が
、
残
念
な
が
ら
四
天
王
像
は
彩
色
の
剥
落
が
進
ん
で
表
現
の
観

察
を
困
難
に
し
て
お
り
【
図
（
】、
伝
承
筆
者
の
是
非
を
判
断
す
る
材
料
と
し

て
は
厳
し
い
印
象
が
も
た
れ
る
。

続
い
て
（
四
）「
十
大
弟
子
像
」
に
つ
い
て
。
こ
の
十
大
弟
子
と
は
、
弘
法

大
師
・
空
海
の
高
弟
で
あ
る
真し

ん

済ぜ
い

以
下
の
十
人
を
さ
す
。
も
と
軸
装
か
ら
改
装

の
際
に
本
紙
の
天
地
左
右
を
切
り
詰
め
た
と
み
ら
れ
る
全
十
幀
の
画
像
で
あ
る）

（1
（

。

各
幀
の
図
様
と
賛
文
か
ら
、
真
然
、
祈
親
上
人
定
誉
を
加
え
た
十
二
人
（
幅
）

で
揃
い
と
な
る
高
野
山
の
御
影
堂
旧
蔵
本
（
金
剛
峯
寺
所
蔵
）
に
依
拠
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
叡
福
寺
本
に
は
転
写
本
制
作
の
域
を
超
え
た
自
由
な

作
画
態
度
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
例
と
し
て
「
真
如
親
王
像
」
を
掲
げ
る
【
図
（
】。
十
幀
の
う
ち
で
唯
一

正
面
向
き
の
像
で
、
旋
転
念
珠
の
相
を
と
っ
て
坐
す
。
目
尻
が
吊
り
上
が
り
強

い
意
志
を
浮
か
べ
た
容
貌
は
、
む
し
ろ
中
国
僧
の
肖
像
に
印
象
が
近
い
。
そ
れ

と
と
も
に
目
を
引
く
の
は
、
水
墨
の
道
釈
画
を
思
わ
せ
る
生
々
し
い
生
動
感
を

帯
び
た
衣
文
線
で
あ
る
。
伝
統
的
な
著
色
祖
師
像
に
用
い
る
筆
墨
と
し
て
は
異

色
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
正
法
寺
所
蔵
の
独
長
性
亨
筆
「
釈
迦
三
尊

像
」
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
【
図
10
】（
釈
迦
幅
・

部
分
、
註
⑺
）。
つ
ま
り
雲
谷
、
狩
野
の
両
派
に
加
え
て
宋
・
元
～
明
の
中
国

絵
画
も
摂
取
し
な
が
ら
確
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
、
夢
幻
独
自
の
表
現
様
式
の

ひ
と
つ
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
四
）「
十
大
弟
子
像
」
の
筆
者
が
夢
幻
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
補
強
材
料

と
し
て
、
そ
の
耳
介
を
表
現
す
る
特
徴
的
な
線
描
形
式
を
指
摘
し
て
お
く
。
一

般
的
な
祖
師
像
の
表
現
と
し
て
、
耳
孔
へ
通
じ
る
く
ぼ
み
（
耳
甲
介
）
は
二
つ
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【叡福寺 多宝塔】

【図13】 「釈迦三尊像」（圓福寺蔵） 
文殊幅・部分

【図14】「仏涅槃図」（潮音寺蔵）部分【図15】 「三十六歌仙図扁額」（潮音寺蔵） 
僧正遍昭・部分

【図 9 】 「真如親王像」（叡福寺蔵
「十大弟子像」のうち）

【図11】 「十六羅漢図」（大阪市立美術館蔵）
部分

【図 8 】 「四天王像」（叡福寺多宝塔四天柱）
部分

【図10】 「釈迦三尊像」（正法寺蔵） 
釈迦幅・部分

【図12】 「円明律師像」（叡福寺蔵「十大弟
子像」のうち）部分
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の
突
起
を
象
っ
て
そ
の
外
縁
を
表
わ
す
。
通
常
は
上
の
突
起
は
外
側
へ
丸
め
に

ふ
く
ら
ま
せ
、
下
の
突
起
は
下
方
へ
や
や
細
長
に
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
上
の
突
起

に
円
弧
状
の
線
を
引
っ
か
け
る
よ
う
に
か
ぶ
せ
、
耳
た
ぶ
方
向
へ
下
る
長
め
の

曲
線
を
加
え
て
耳
介
内
縁
を
表
わ
す
が
、
本
館
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」（
室
町

時
代
）
に
お
け
る
例
を
示
す
【
図
11
】。

と
こ
ろ
が
（
四
）「
十
大
弟
子
像
」
に
お
け
る
耳
介
を
表
わ
す
描
線
を
み
る

と
、
耳
孔
へ
通
じ
る
く
ぼ
み
の
外
縁
は
上
の
突
起
、
下
の
突
起
と
も
に
内
側
へ

ふ
く
ら
ま
せ
る
特
殊
な
形
状
が
看
取
さ
れ
る
。
下
の
突
起
か
ら
一
筆
で
続
く
長

い
曲
線
が
上
方
へ
伸
び
、
端
部
を
鍵
状
に
曲
げ
る
。
そ
こ
か
ら
耳
た
ぶ
方
向
へ

下
る
長
め
の
曲
線
を
加
え
て
耳
介
内
縁
を
表
わ
す
。
一
例
と
し
て
「
円
明
律
師

像
」
を
示
す
【
図
1（
】。

こ
う
し
た
耳
介
表
現
の
特
徴
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
圓
福
寺
所
蔵
の
「
釈

迦
三
尊
像
」（
文
殊
幅
部
分
・
註
⑽
）【
図
1（
】、
あ
る
い
は
潮
音
寺
所
蔵
の

「
仏
涅
槃
図
」（
仏
弟
子
部
分
・
註
⒄
）【
図
1（
】、
永
源
寺
所
蔵
の
「
列
祖
像
」

な
ど
、
漲
川
、
独
長
作
品
に
広
く
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
な
る
比
較
対
象
と
し
て
潮
音
寺
所
蔵
の
「
三
十
六
歌
仙
図
扁
額）

11
（

」（「
僧
正

遍
昭
」
部
分
）
を
あ
げ
た
い
【
図
15
】。
耳
介
表
現
の
み
な
ら
ず
、
面
貌
を
表

わ
す
各
パ
ー
ツ
を
ト
ー
タ
ル
し
た
肖
像
表
現
と
し
て
の
相
似
性
が
よ
り
明
確
に

看
取
さ
れ
る
。

以
上
、
衣
文
線
の
特
徴
的
な
性
格
、
耳
介
の
線
描
形
式
を
含
む
僧
侶
肖
像
の

面
貌
表
現
と
の
比
較
検
討
か
ら
、（
四
）「
十
大
弟
子
像
」
の
制
作
は
目
録
A

～
C
に
記
載
さ
れ
る
と
お
り
夢
幻
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
十
九
世
紀
前

半
に
書
写
さ
れ
た
目
録
C
で
は
、
㈠
「
仏
涅
槃
図
」、（
四
）「
十
大
弟
子
像
」

の
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
夢
幼4

法
師
筆
」、「
夢
幼4

筆
」
と
誤
写
さ
れ
て
い
る
。

目
録
B
で
は
什
物
に
よ
り
「
夢
幻
法
師
」
と
「
張
川
」
が
併
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
と
同
様
で
、
伝
承
筆
者
へ
の
理
解
は
次
第
に
形
骸
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

次
い
で
、（
五
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」）

1（
（

は
ど
う
か
。
太
子
廟
を
中
心
に
叡

福
寺
伽
藍
の
主
要
堂
宇
を
描
く
四
幅
の
境
内
図
で
、
現
在
は
二
曲
一
双
屏
風

に
改
装
さ
れ
て
い
る
【
口
絵
（
】。
目
録
A
に
初
出
し
、
元
禄
五
年
（
一
六
九

二
）
に
は
叡
福
寺
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
什
物
で
あ
る
。
叡
福
寺
復
興
期

（
十
七
世
紀
後
半
）
の
勧
進
、
開
帳
に
関
わ
り
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
の

織
田
信
長
に
よ
る
兵
火
で
伽
藍
を
焼
失
す
る
前
の
寺
観
を
図
化
す
る
目
的
で
制

作
さ
れ
た
と
さ
れ
る）

11
（

。

そ
の
表
現
を
点
検
す
る
と
、
堂
塔
、
社
殿
、
山
水
、
樹
木
等
の
描
写
に
は
手

堅
い
画
技
が
み
え
、
と
く
に
定
規
に
よ
る
線
書
き
（
界
画
）
の
技
法
も
駆
使
し

て
諸
建
築
を
端
正
に
仕
上
げ
て
い
る
。
樹
木
、
伽
藍
建
築
の
彩
色
は
抑
え
気
味

で
、
穏
や
か
な
筆
致
の
水
墨
山
水
と
よ
く
調
和
し
、
奥
行
の
あ
る
俯
瞰
構
図

を
破
綻
な
く
ま
と
め
る
。（
一
）
～
（
四
）
ま
で
の
仏
画
系
と
は
異
な
る
主
題

表
現
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
漲
川
作
品
の
な
か
に
は
「
山
水
図
屏
風）

11
（

」（
個
人

蔵
）
が
あ
る
【
図
16
】。
と
く
に
そ
の
樹
木
表
現
を
（
五
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵

図
」
と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
相
似
性
を
確
認
で
き
る
。

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
大
き
な
洞
が
あ
り
、
く
ね
る
よ
う
に
幹
を
交
差
さ
せ

た
松
樹
の
不
安
定
な
姿
態
で
あ
る
。
屈
曲
し
な
が
ら
外
へ
外
へ
張
り
出
す
枝
に

は
双
方
と
も
に
小
さ
な
車
輪
状
の
松
葉
を
重
ね
る
【
図
17

－

古
絵
図
】・【
図
1（

－

山
水
図
屏
風
】。
次
に
、
根
元
が
股
状
に
割
れ
た
極
細
の
痩
せ
た
樹
木
を
傾

斜
面
に
密
集
さ
せ
る
、
奥
行
き
を
意
識
し
た
独
特
の
情
景
表
現
が
双
方
に
み
ら

れ
る
【
図
1（

－

古
絵
図
】・【
図
（0

－

山
水
図
屏
風
】。
ま
た
樹
葉
の
形
態
（
筆

致
）
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
共
通
し
て
お
り
、
星
形
の
樹
葉
、
墨
の
点
描
を
集

め
た
樹
葉
、
平
た
い
X
字
状
の
短
い
筆
致
を
密
に
重
ね
た
樹
葉
な
ど
を
混
在
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【図21】「叡福寺境内古絵図」部分【図22】「山水図屏風」部分

【図20】「山水図屏風」部分

【図17】「叡福寺境内古絵図」部分

【図19】「叡福寺境内古絵図」部分

【図18】「山水図屏風」部分

さ
せ
て
樹
林
を
構
成
す
る
【
図
1（
・
（1

－

古
絵

図
】・【
図
（（

－

山
水
図
屏
風
】。
以
上
、（
五
）

「
叡
福
寺
境
内
古
絵
図
」
を
目
録
A
の
記
載
ど

お
り
、
夢
幻
に
よ
る
制
作
と
み
て
よ
い
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
を
樹
木
表
現
の
一
致
か
ら
確
認
し

た
。そ

し
て
、
残
る
は
（
六
）「
聖
徳
太
子
絵

伝）
11
（

」【
図
（（
】
で
あ
る
。
史
料
的
に
は
一
足
早

く
『
河
内
鑑
名
所
記
』・
巻
三
（
延
宝
七
年
・

一
六
七
九
）
の
記
事
に
初
出
す
る
什
物
で
あ
る

が
、
や
や
遅
れ
る
「
上
之
太
子
寺
略
縁
起
」

（
貞
享
三
年
・
一
六
八
六
）
と
と
も
に
絵
の
筆

者
に
関
す
る
情
報
は
み
ら
れ
な
い）

11
（

。 （
六
）「
聖

徳
太
子
絵
伝
」
は
、（
五
）「
叡
福
寺
境
内
古
絵

図
」
同
様
、
目
録
A
の
み
に
夢
幻
法
師
筆
と

記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
何
等
か
信
頼
度
の
高

い
伝
承
に
拠
る
情
報
と
し
て
記
載
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

本
絵
巻
の
特
異
点
と
し
て
、
絵
と
詞
書
の
料

紙
が
多
く
の
段
で
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

同
一
料
紙
の
な
か
に
二
段
分
、
つ
ま
り
二
人
の

染
筆
者
に
よ
る
詞
書
が
併
存
す
る
箇
所
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
絵
と
絵
の
狭
い

隙
間
に
詞
書
が
挿
入
さ
れ
る
段
も
あ
り
、
絵
が

仕
上
げ
ら
れ
た
後
に
詞
書
が
書
さ
れ
た
段
が
か
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【図16】「山水図屏風」（個人蔵）

【図23】「聖徳太子絵伝」（叡福寺蔵）上巻・〈序〉
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な
り
を
占
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
一
紙
に
二
人
の
染
筆
者
に
よ

る
詞
書
が
併
存
す
る
、
あ
る
い
は
後
ろ
の
段
の
染
筆
者
の
詞
書
が
次
の
一
紙
へ

わ
た
る
箇
所
も
あ
っ
て
、
当
時
の
筆
配
り
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
は
に
わ
か
に
想

像
し
が
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
総
勢
五
十
一
名
の
皇
族
・
公
卿
の
寄
合
書
を
完
成
さ
せ
る

に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
付
属
の
筆
者
目
録
に
各

人
の
官
位
が
記
さ
れ
、
生
没
年
と
と
も
に
勘
案
す
れ
ば
、
従
来
の
指
摘
ど
お
り
、

詞
書
染
筆
の
時
期
は
十
七
世
紀
半
ば
の
短
期
間
に
絞
ら
れ
る
が）

11
（

、
最
終
的
に
調

巻
を
果
た
し
終
え
た
時
期
は
や
や
下
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
詞
書
染
筆

の
依
頼
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
三
巻
（
五
十
一
段
）
の
絵
に
つ
い

て
、
時
期
的
に
も
画
風
的
に
も
夢
幻
筆
と
み
て
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
も
の
だ

が
、
紙
数
も
尽
き
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
続
稿
を
用
意
し
て
検
討
を

期
し
た
い
。

な
お
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
各
段
詞
書
の
筆
跡
検
証
を
進
め
つ
つ
あ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
近
衛
尚
嗣
（
上
巻
・〈
序
〉）
と
な
ら
ぶ
序
列
最
上
位
の
伝
承
筆
者
で

あ
る
青
蓮
院
宮
尊
純
法
親
王
に
よ
る
と
さ
れ
る
、
下
巻
末
〈
五
十
歳
〉
の
筆
跡

は
そ
の
真
筆
と
認
め
て
よ
い
。

和
歌
山
・
紀
州
東
照
宮
所
蔵
の
住
吉
如
慶
筆
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
の
詞
書

は
尊
純
法
親
王
の
一
筆
で
、
制
作
年
代
（
正
保
三
年
・
一
六
四
六
）
も
ご
く
近

く
比
較
に
適
し
た
作
例
で
あ
る）

11
（

。 

【
図
（（

－

1
・
（
・
（
・
（
】（
聖
徳
太
子

絵
伝
）、【
図
（5
】（
東
照
宮
縁
起
絵
巻
）
に
示
す
よ
う
に
、
後
者
の
巻
一
〈
第

四
段
・
印
地
打
〉
の
わ
ず
か
五
行
分
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
も
、
筆
跡
が
一
致

す
る
文
字
が
多
数
確
認
で
き
る
。

①
「
十
歳
乃
」
②
「
を
」
③
「
給
ひ
」【
図
（（

－

1
】

④
「
る
」（
類
）
⑤
「
と
も
」（
登
毛
）
⑥
「
に
」（
尓
）【
図
（（

－

（
】

⑦
「
つ
」（
川
）
⑧
「
ま
す
」
⑨
「
あ
」（
阿
）
⑩
「
や
」
⑪
「
南
」

⑫
「
め
」（
免
）【
図
（（

－

（
】

⑬
「
物
」
⑭
「
て
」
⑮
「
卒
」
⑯
「
戦
」【
図
（（

－

（
】

五　

叡
福
寺
の
近
世
復
興
と
夢
幻
―
ま
と
め
に
か
え
て

真
言
宗
画
僧
で
あ
っ
た
夢
幻
は
、
な
ぜ
叡
福
寺
の
什
物
制
作
に
関
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
関
し
て
ひ
と
つ
の
推
論
を
提
示
し
、
本

稿
の
ま
と
め
に
か
え
た
い
。

こ
の
問
題
を
解
く
カ
ギ
は
、
豊
臣
秀
頼
に
よ
る
聖
霊
殿
（
太
子
堂
）
再
建

（
慶
長
八
年
・
一
六
〇
三
）
に
始
ま
り
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
金
堂
再

建
ま
で
続
い
た
、
近
世
の
叡
福
寺
復
興
に
お
け
る
夢
幻
の
役
割
を
如
何
に
と
ら

え
る
か
に
あ
る
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
叡
福
寺
史
料
の
う
ち
の
目
録
A
、
す
な

わ
ち
『
叡
福
寺
霊
寳
目
録
』
に
再
び
目
を
転
じ
、
以
下
に
三
件
の
記
事
を
引
用

す
る）

11
（

。
Ⅰ　

 

三
十
五
歳
之
太
子
御
影
之
像 

壹
幅　

於
和
州
橘
寺
／
勝
鬘
経
講
讃
之
像

　
　

於
高
野
山
真
別
所
賢
俊
房
良
永
比
丘
寄
進 

筆
者
順
仙
法
師

Ⅱ　

弘
法
大
師
御
影
堂
木
像 

壹
躰

　

 　
　

於
高
野
山
真
別
所 

御
影
堂
像
／
安
立
之
願
主 

賢
俊
房
良
永
比
丘

　

 　

当
寺
弘
法
四
十
弐
歳
之
御
影
作
者

　

 　

於
高
野
山
壇
上
御
影
堂
御
庭
前
以
三
𦙶
松 

同
所 

学
呂
方
正
智
院
住
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥
忍
法
師
令
作
之

　
 　

従
真
別
所
寛
永
弐
捻
三
月
廿
日
当
寺
御
影
堂
奉
移
安
置

　

 　

御
影
堂
建
立
之
願
主
■
賢
俊
房
良
永
比
丘

　

 　

同
建
立
之
施
主　

任
十
方
檀
那
之
助
力
令
建
立
之

Ⅲ 　

南
大
門　

南
大
門
建
立
願
主
賢
俊
房
良
永
比
丘

─ （6 ─



【図24― 3 】「聖徳太子絵伝」下巻・〈五十歳〉詞書部分

【図24― 4 】「聖徳太子絵伝」下巻・〈五十歳〉詞書部分

【図24― 2 】
「聖徳太子絵伝」
下巻・〈五十歳〉詞書部分

【図24― 1 】
「聖徳太子絵伝」
下巻・〈五十歳〉詞書部分

【図25】「東照宮縁起絵巻」（紀州東照宮蔵）巻一・第四段詞書部分

─ （7 ─



　

 　
　
　
　
　

同
建
立
施
主
於
河
州
石
川
郡
任
郡
中
助
力
令
造
立
之

い
ず
れ
も
「
賢
俊
房
良
永
比
丘
」
に
よ
る
叡
福
寺
復
興
の
一
端
を
う
か
が
い

知
る
記
事
で
あ
る
。
勝
鬘
経
講
讃
図
（
一
幅
）
寄
進
、
御
影
堂
建
立
願
主
、
高

野
山
真
別
所
よ
り
弘
法
大
師
像
遷
座
（
寛
永
二
年
・
一
六
二
五
）、
南
大
門
建

立
願
主
な
ど
の
事
蹟
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
多
寳
塔
内
の
釈
迦
三

尊
像
造
立
願
主
が
録
さ
れ
る
な
ど
、「
某
年
間
、
至
河
之
磯
長
山
叡
福
寺
、
見

仏
塔
毀
壊
、
為
之
修
治
」
と
い
う
、『
律
苑
僧
宝
伝
』・
巻
第
十
五
（
元
禄
二

年
・
一
六
八
九
）
に
収
め
ら
れ
る
賢
俊
良
永
の
伝
と
符
合
す
る）

11
（

。

賢
俊
良
永
（
一
五
八
五
～
一
六
四
七
）
は
槙
尾
山
西
明
寺
で
受
戒
の
後
、
高

野
山
に
戻
り
、
圓
通
寺
（
史
料
Ⅰ
・
Ⅱ
の
「
真
別
所
」）
を
復
興
す
る
。
当
時

最
も
高
名
な
律
匠
と
仰
が
れ
、
法
隆
寺
北
室
院
を
兼
務
し
て
戒
律
復
興
の
流
れ

を
お
こ
し
た
。
賢
俊
に
受
戒
し
た
多
く
の
僧
の
中
に
、
後
に
永
源
寺
（
臨
済

宗
）
の
住
持
と
な
る
独
長
の
師
・
如
雪
文
厳
が
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま

た
如
雪
の
師
・
一
糸
文
守
も
法
隆
寺
北
室
院
で
賢
俊
か
ら
受
戒
し
て
い
る）

11
（

。

一
方
、
真
言
律
宗
寺
院
の
大
阪
・
潮
音
寺
を
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
中

興
し
た
夢
幻
（
後
の
独
長
）
も
、
高
野
山
で
は
律
学
の
研
鑽
を
積
ん
だ
学
侶
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
真
別
所
圓
通
寺
に
お
い
て
は
、
当
代
一
の
律
匠
・
賢
俊

の
下
に
多
く
の
僧
が
参
集
・
受
戒
し
た
が
、
夢
幻
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
可

能
性
は
十
分
に
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
り
注
目
し
た
い
人
物
が
、
史
料
Ⅰ
の
「
勝
鬘
経
講
讃
之
像）

1（
（

」
の
筆

者
と
し
て
名
が
み
え
る
「
順
仙
法
師
」
で
あ
る
。
順
仙
は
前
節
で
ふ
れ
た
高
野

山
の
旧
御
影
堂
本
「
十
大
弟
子
像
」
の
筆
者
と
さ
れ
る
画
僧
で
、
賢
俊
が
住
持

で
あ
っ
た
真
別
所
に
住
し
、
寛
永
末
に
九
十
余
で
没
し
た
と
い
う）

11
（

。
史
料
Ⅱ
か

ら
、
賢
俊
に
よ
る
叡
福
寺
復
興
は
お
よ
そ
寛
永
年
間
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
順
仙

は
そ
の
晩
年
、
賢
俊
の
叡
福
寺
復
興
の
片
腕
を
担
っ
た
画
僧
で
は
な
か
っ
た
か

と
推
察
さ
れ
る
。

順
仙
に
つ
い
で
間
も
な
く
賢
俊
も
示
寂
し
た
が
（
正
保
四
年
・
一
六
四
七
）、

復
興
を
本
格
化
さ
せ
る
什
物
整
備
に
向
け
、
仏
画
制
作
を
は
じ
め
と
す
る
画
事

の
後
継
を
め
ぐ
っ
て
、
叡
福
寺
と
高
野
山
と
の
関
係
は
維
持
さ
れ
た
、
と
は
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
の
よ
う
に
、
恐
ら
く
賢
俊
に
直
接
ま
み
え
る
機

会
が
あ
っ
た
画
僧
の
夢
幻
が
そ
の
役
目
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
推
測

が
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
律
学
の
大
家
で
あ
る
賢
俊
の
遺
志
を
継
い
で
叡
福

寺
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
真
言
宗
画
僧
と
し
て
大
き
な
名
誉
を
え
る
こ
と

に
も
な
る
。

夢
幻
に
よ
る
叡
福
寺
什
物
制
作
の
背
景
を
以
上
の
よ
う
に
想
像
す
る
。
そ
の

時
期
は
お
よ
そ
賢
俊
の
晩
年
よ
り
夢
幻
の
臨
済
転
宗
ま
で
、
す
な
わ
ち
寛
永
末

頃
か
ら
万
治
三
年
頃
（
一
六
四
四
～
六
〇
）
の
こ
と
と
ひ
と
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。

先
述
の
（
六
）「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
三
巻
の
制
作
も
こ
の
間
の
画
事
で
あ
る
が
、

賢
俊
良
永
と
の
関
係
で
は
法
兄
に
も
あ
た
る
永
源
寺
住
持
・
如
雪
文
巌
と
夢
幻

の
接
触
は
、
皇
族
公
卿
ら
の
詞
書
染
筆
の
手
配
に
関
す
る
助
力
の
依
頼
に
始

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
憶
測
を
廻
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
続
稿
に

お
い
て
改
め
て
言
及
し
た
い
。

お
わ
り
に

大
阪
市
立
美
術
館
は
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
、
令
和
四
年
秋
よ
り

長
期
休
館
中
（
同
七
年
春
ま
で
）
で
あ
る
。
そ
の
準
備
と
し
て
約
半
年
を
か
け
、

全
所
蔵
・
寄
託
作
品
の
所
在
確
認
と
外
部
保
管
先
へ
の
移
送
、
学
芸
員
室
お
よ

び
図
書
資
料
室
（
書
庫
）
の
引
越
し
を
実
施
し
た
。
個
人
で
抱
え
て
い
る
未
整

理
の
文
献
や
画
像
デ
ー
タ
の
整
理
に
も
骨
が
折
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
生
来
の

無
精
者
で
あ
る
学
芸
員
に
は
幸
い
し
た
。

─ （（ ─



あ
る
日
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
る
資
料
を
パ
ラ
パ
ラ
と
走
り
読
み
し
な
が
ら

片
付
け
て
い
る
と
、
手
に
し
て
い
る
の
が
註
⑵
の
寺
前
氏
論
文
で
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
思
わ
ず
は
っ
と
し
た
。
数
日
前
に
収
蔵
庫
で
行
っ
た
所
在
確
認
、
梱

包
作
業
の
な
か
で
、
改
め
て
「
独
長
」
と
い
う
文
字
面
に
気
付
き
を
え
て
い
た

お
か
げ
で
、
貴
重
な
文
献
を
段
ボ
ー
ル
箱
の
底
に
沈
め
て
し
ま
わ
ず
に
済
ん
だ
。

ま
た
木
村
重
圭
氏
の
註
⑵
ご
論
考
は
、
二
〇
一
九
年
の
刊
行
後
す
ぐ
に
個
人
的

に
ご
送
付
い
た
だ
い
て
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
込
ん
だ
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
。

不
思
議
な
偶
然
が
重
な
り
、
こ
れ
ら
先
学
の
研
究
成
果
へ
と
導
か
れ
た
こ
と

で
、「
竹
に
叭
々
鳥
図
屏
風
」
の
紹
介
、
叡
福
寺
什
物
と
夢
幻
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
関
係
作
品
、
史
料
の
存
在
な
ど
に
つ
い
て
、
大
方
よ
り
の
ご
教
示
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

註1�

紙
本
墨
画
、
六
曲
一
隻
、
一
五
三
・
五
×
三
五
九
・
〇
セ
ン
チ

（�

寺
前
公
基
「
謎
の
画
僧
・
独
長
性
亨

－

「
漲
川
永
海
」
同
一
人
物
説
と
如
雪
文
巌
」、

『
博
物
館
学
年
報
』
五
一
号
、
二
〇
二
〇
年
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育

財
団
・
観
峰
館
に
お
け
る
同
氏
企
画
の
展
覧
会
図
録
『
開
山
寂
室
元
光
禅
師
六
五
〇

年
遠
諱 

永
源
寺
に
伝
わ
る
書
画
』（
二
〇
一
六
年
）、
同
じ
く
『
近
江
仏
画
め
ぐ
り
』

（
二
〇
一
八
年
）。
木
村
重
圭
「
名
画
探
録
16 

漲
川
永
海
「
腕
相
撲
図
屏
風
」

－

謎
の

絵
師
を
追
っ
て
」、『
聚
美
』
三
一
号
、
二
〇
一
九
年
。

（�

『
本
朝
画
史
』・
巻
第
五
「
僧
漲
川
」（
笠
井
昌
昭
他
訳
註
『
本
朝
画
史
』、
同
朋
舎
出

版
、
一
九
八
五
年
）。『
歴
代
瑞
石
雑
記
』・
巻
之
七
（
永
源
寺
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『
永
源
寺
町
史 

永
源
寺
編
』、
二
〇
〇
二
年
）。

（�

『
藤
井
寺
市
史 

第
十
巻 

史
料
編
八
下
』（
藤
井
寺
市
史
編
さ
ん
員
会
編
、
一
九
九
三

年
）
引
用
の
明
治
十
二
年
（
一
八
七
七
）
七
月
調
べ
「
南
河
内
郡
寺
院
明
細
帳
」
参

照
。

5 

「
竹
に
叭
々
鳥
屏
風
」
と
同
じ
く
全
身
真
っ
黒
で
、
似
た
顔
つ
き
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

の
鳥
を
描
い
た
漲
川
永
海
の
「
叭
々
鳥
図
」（
個
人
蔵
）
が
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
、
頭
部
前
方
に
は
冠
毛
が
立
ち
、
明
ら
か
に
叭
々
鳥
の

特
徴
を
理
解
し
て
い
る
。
江
戸
の
風
「
忘
れ
ら
れ
た
江
戸
人
物
誌67（ 

漲
川
永
海
筆 

「
枯
木
に
叭
叭
鳥
図
」、Livedoor Blog 

「
江
戸
時
代
を
世
界
遺
産
に
」、
二
〇
二
一

年
四
月
十
五
日
。

6�

前
掲
註
⑵
寺
前
「
同
論
文
」
の
【
表
1
】。

7�

紙
本
墨
画
淡
彩
、
三
幅
、
各
一
二
七
・
五
×
五
四
・
八
セ
ン
チ
。
前
掲
註
⑵
寺
前

「
同
論
文
」
の
【
図
版
（
】。

（�

漲
川
永
海
の
花
鳥
図
屏
風
作
品
と
し
て
、「
芙
蓉
白
鷺
・
牡
丹
鳩
図
屏
風
」
が
知
ら
れ

て
い
る
。
雲
谷
派
風
を
ベ
ー
ス
に
京
狩
野
的
な
装
飾
性
を
加
味
し
た
金
地
濃
彩
作
品

で
あ
る
。
前
掲
註
⑵
木
村
「
同
論
文
」
図
5
、
お
よ
び
白
畑
よ
し
・
中
村
渓
男
『
近

世
屏
風
絵
秀
粋
』（
京
都
書
院
、
一
九
八
三
年
）
図
版
№
15
「
白
鷺
鳩
草
花
図
」。

（�

『
障
壁
画
全
集 

妙
心
寺
天
球
院
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
六
七
年
）、
六
八
～
六
九
頁

図
版
、
お
よ
び
辻
惟
雄
「
妙
心
寺
天
球
院
障
壁
画
と
狩
野
山
楽
・
山
雪
」
参
照
。

⓾�

紙
本
墨
画
淡
彩
、
三
幅
、
各
一
七
五
・
五
×
一
〇
九
・
〇
セ
ン
チ
。
前
掲
註
⑵
寺
前

「
同
論
文
」
の
【
図
版
（
】。
展
覧
会
図
録
『
圓
福
寺

－

京
都
八
幡
達
磨
堂 

寺
宝
展
』

（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
図
版
№
60
。

⓫�

前
掲
註
⑵
寺
前
「
同
論
文
」
で
は
「
法
印
」
と
読
む
が
、
註
⑵
木
村
「
同
論
文
」
の

如
く
「
法
卬
」
と
読
む
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

⓬�

『
男
山
考
古
録
』（
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
一
）、
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
、
昭
和
三

十
五
年
。

⓭�

「
綴
喜
郡
寺
院
明
細
帳
」（
明
治
十
六
年
度
）
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴

彩
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
。

⓮�

『
聖
徳
太
子
御
廟
の
香
花
寺 

叡
福
寺
の
縁
起
・
霊
宝
目
録
と
境
内
古
絵
図
』（
太
子
町

立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館 

調
査
報
告 

第
二
集
）
所
収
、
太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史

資
料
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

⓯�
同
前
。

⓰�
同
前
。

⓱�

紙
本
着
色
、
一
幅
、
三
一
七
×
一
七
一
セ
ン
チ
（
描
表
装
含
む
）。
前
掲
註
⑵
寺
前

「
同
論
文
」
の
【
図
版
6
】。
取
り
外
さ
れ
た
旧
表
具
の
裏
書
か
ら
、
も
と
も
と
は
大

阪
・
野
中
寺
（
羽
曳
野
市
）
の
た
め
に
独
長
に
制
作
が
依
頼
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
の
野
中
寺
は
、
真
言
律
宗
に
よ
る
戒
律
復
興
運
動
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た

─ （（ ─



が
、
独
長
へ
の
改
号
以
後
の
近
隣
の
律
寺
と
の
関
係
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

⓲�

『
解
説
版 

新
指
定
重
要
文
化
財
11 

建
造
物
Ⅰ
』、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
。

⓳�
絹
本
著
色
、
十
幀
、
各
九
五
・
八
×
四
七
・
二
セ
ン
チ
。
十
大
弟
子
像
に
つ
い
て
は

以
下
を
参
照
。

�
 

楠
見
敏
雄
「
高
野
山
に
お
け
る
十
大
弟
子
・
真
然
僧
正 

持
経
上
人
画
像
に
つ
い
て

（
上
）」、「
同
（
下
）」、『
密
教
文
化
』
一
七
二
・
一
七
三
号
、
一
九
九
〇
・
一
九
九
一
年
。

⓴�

全
九
面
（
三
十
六
図
）。
一
面
に
歌
仙
図
（
紙
本
金
地
著
色
、
各
五
一
・
三
×
三
二
・

八
セ
ン
チ
）
を
四
紙
ず
つ
横
に
並
べ
て
貼
る
。
神
仏
分
離
ま
で
潮
音
寺
の
鎮
守
社
で

あ
っ
た
国
府
八
幡
宮
旧
蔵
。
裏
面
修
復
銘
（「
北
西
」
額
）
に
独
長
筆
の
由
緒
を
伝

え
る
が
、
臨
済
転
宗
前
の
夢
幻
（
漲
川
永
海
）
時
代
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

前
掲
註
⑵
寺
前
「
同
論
文
」
の
【
図
版
7
】。

（1�

絹
本
著
色
、
二
曲
一
双
、
各
図
一
八
〇
・
三
×
八
二
・
六
セ
ン
チ
。
展
覧
会
図
録

『
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
名
宝
～
河
内
三
太
子
：
叡
福
寺
・
野
中
寺
・
大
聖
将
軍
寺
』

（
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
）
図
版
№
（5
。

（（�

前
掲
註
⒁
『
同
書
』。

（（�

紙
本
墨
画
淡
彩
、
六
曲
一
双
、
各
一
五
五
・
八
×
三
六
五
・
二
セ
ン
チ
。
展
覧
会
図

録
『
龍
野
の
美
』（
龍
野
市
立
歴
史
文
化
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
図
版
№
（
。
前
掲

註
⑵
寺
前
「
同
論
文
」
の
【
図
版
（
】。

（（�

紙
本
着
色
、
三
巻
、
三
五
・
八
×
二
四
七
五
・
八
セ
ン
チ
（
上
巻
）、
一
九
三
八
・

三
セ
ン
チ
（
中
巻
）、
二
六
六
八
・
二
セ
ン
チ
（
下
巻
）。
前
掲
註
�
『
同
書
』
図
版

№
（
。
展
覧
会
図
録
『
聖
徳
太
子 

日
出
づ
る
処
の
天
子
』（
和
宗
総
本
山
四
天
王
寺

他
編
、
二
〇
二
一
年
）
図
版
№
11
。
同
『
聖
徳
太
子 

時
空
を
つ
な
ぐ
も
の
が
た
り
』

（
中
之
島
香
雪
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
）
図
版
№
（5
。

（5�

前
掲
註
⒁
『
同
書
』。

（6�

朝
賀
浩
「
中
世
聖
徳
太
子
絵
伝
を
め
ぐ
っ
て
」、
前
掲
註
�
『
同
書
』
所
収
。

（7�

紙
本
着
色
、
全
五
巻
、
展
覧
会
図
録
『
き
の
く
に
縁
起
絵
巻
の
世
界
︱
開
か
れ
る
秘

密
の
物
語
︱
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
図
版
№
1（
（
全
巻
図
版
掲

載
）
ほ
か
。

（（�

前
掲
註
⒁
『
同
書
』

（（�

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
〇
五
巻
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
）
所
収
。

（0�

藤
谷
厚
生
「
近
世
律
宗
の
僧
：
賢
俊
良
永
と
そ
の
門
流
」、『
宗
教
研
究
』
七
七
巻
四

号
、
二
〇
〇
四
年
。
同
「
近
世
初
期
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
一
潮
流

－

賢
俊
良
永
を

中
心
に

－

」、「
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
」、
人
文
社
会
学
部
第
三
七
号
、
二
〇

〇
四
年
。

（1�

今
回
実
施
し
た
叡
福
寺
で
の
調
査
で
は
「
勝
鬘
経
講
讃
之
像
」
に
つ
い
て
は
聞
き
取

り
確
認
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
再
確
認
を
期
し
た
い
。

（（�

『
紀
伊
続
風
土
記
』（
天
保
十
年
・
一
八
三
九
）、「
高
野
山
之
部
・
巻
之
三 

伽
藍
之
二 

御
影
堂
」、
お
よ
び
檜
山
義
慎
『
皇
朝
名
画
拾
彙
』（
文
政
元
年
・
一
八
一
八
序
）
巻

之
五
の
「
順
専
」
参
照
。『
古
画
備
考
』
な
ど
も
「
専
」
の
表
記
に
準
じ
る
が
、『
紀

伊
続
風
土
記
』
は
史
料
Ⅰ
と
同
じ
く
「
仙
」
を
用
い
る
。

謝
辞

　

貴
重
な
ご
宝
物
、
文
化
財
の
調
査
、
な
ら
び
に
画
像
掲
載
に
つ
い
て
ご
高
配

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
叡
福
寺
、
圓
福
寺
、
紀
州
東
照
宮
、
正
法
寺
、
潮
音
寺
、

個
人
所
蔵
者
の
各
位
、
お
よ
び
、
た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
（
画
像

提
供
）、
和
歌
山
県
立
博
物
館
（
同
上
）
に
対
し
ま
し
て
、
末
筆
な
が
ら
深
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
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